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青木繁の晩年九州時代の資料紹介

（1）石橋美術館購入の資料 植野健造

（2）青木繁の新聞挿絵について 後藤純子

（3）松田諦晶資料に見る青木繁の足跡 森山秀子

は じめに

石橋美術館では,平 成14（2002）年 か ら翌15年 にか

けて,洋 画家・青木繁（1882-1911）に焦点 をあてた二

つの展覧会を開催 した。すなわち,平 成14年11月16

日か ら平成15年3月16日 まで開催 した「青木繁 ・坂本

繁二郎生誕120年 記 念 筑後洋画の系譜」展 と,平 成15

年5月20日 か ら7月6日 まで開催 した「青木繁 と近代

日本のロマ ンティシズム」展である。後者の展覧会

は,東 京国立近代美術館 との共同企画によるもので

あ り,東 京会場では,久 留米会場 に先だち3月25日 か

ら5月11日 まで開催 された。お りしも平成14年 は青

木繁 の生誕120年 にあた り,こ の「夭折の天才画家」

の生涯 と芸術 の内実 を再検証 し,そ の芸術 を近代 日

本美術史の 中であ らためて位置づ けるよい機会 と

なった。

青木繁 の生涯 と芸術 についてはこれまで に多 く

の研究,著 作があ り,資 料 についても主要なものは

すでに何 らかのかたちで一般に紹介 されている と

考えてよいだろう1）。 しか し,研 究者や一般の美術

愛好家に幅広 く関心 を集め る青木繁研究 において

は,新 出資料や新事実の発見が今 日なお報告 される

ことも珍 しい ことではない。石橋美術館で も今 回

の この二つの展覧会の準備段階でい くつかの新知

見 をもた らす資料 と出会 うことがで きた。本稿 で

は,そ れ らの資料の紹介 をおこない,そ こから導か

れ る青木繁 の生涯や芸術 についての新知見や問題

を提示 してみたい。（植野）

（1）石橋美術館購入の資料

石橋美術館では,平 成14（2002） 年3月 に青木繁 に

関す る資料4点 を購入 した。それ らは,1「 青 木繁書

簡 （明治43年11月22日 付 青木鶴代,た よ子宛）」,2

「青木 まさを書簡（明治44年12月24日 消 印 福田豊吉

宛）」,3「青 木繁写真 （幸彦 を抱いた）（明治38年9月 撮

影）」,4「青 木繁写真 （明治40年 撮 影）」,である。これ

らの資料 は,平 成14年1月 に福岡市の古書店に売 り

に出 された もので,そ れ らを石橋美術館が購入 した

ものである2）。以下にこれらの資料について簡単 な

解題を加えたい。
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1.青 木 繁 書 簡 （fig.1）

明 治43年11月22日 付 青 木 鶴 代,た よ子 宛

紙 本 墨 書,巻 子 装

書 簡 部 分:縦17.4× 長 さ220.9cm

封 筒 部 分:縦17.4× 長 さ14.8cm

（紙 継5紙:長 さ1紙18.5cm2紙60.3cm

3紙60.3cm4紙60.3cm5紙21.5cm）

（解題）

鶴代 （ツル ヨ）は青木繁の姉,た よ子 （タヨ）

は妹。本書簡は,青 木繁が死去す る前年,入 院

中であった福岡東中洲の松浦病院か ら姉妹 に

宛てた遺書 とも言 うべ きものである。この書

簡の文面は,青 木没後の大正2（1913）年 に刊行

された『青木繁画集』（政教社）に収め られた梅

野満雄「噫青木繁君」の中で紹介 されて以来,

青 木を語る際 には必ず引かれる有名な文章で

ある。 しか し書簡の実物 その ものはこれ まで

一度 も世に登場 した ことはない とみられ
,き

わめて貴重 なものである3）。 ちなみに,久 留米

市 の兜 山（け しけ し山）頂上の青木繁歌碑 は,

この遺言に応 えるべ く坂本繁二郎 らが昭和23

（1948）年 に建立 したものである。

fig.1青木繁書簡

明治43年11月22日 付 青木鶴代,た よ子宛
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（文面）

先度ハ御手紙難有存候。小生ハ其後海辺の方へ転

地療養候処,左肺疾患に加へて右方肋膜炎を併発 し,

呼吸頗困難に陥ゐり歩行 も数歩にして息切れ,病勢

大に進み,致方なく当病院へ入院の身と相成申候。

爾来病褥の上へかつぎ上けられたる儘,前 後左右の

身動 もならず,一両日は付添人も有之候へども其後

ハ不来,食 膳痰壺持つにも息切れ便通にも必死の苦

痛,と ても斯 くては永かるまじくと心念候処,医 師

の介抱 と友人の篤志とは漸 く此難症を和らげ候 も

のか,さ しもに衰弱せし喀血後の弊躯も稍元気出で,

食慾付き,肋膜炎も全快,喀 血も吐血も全くとまり,

前後の身動 きも稍自由を得,昨 今は牛乳も食膳も一

人にて飲み食らひ,飯 も三杯を平らげ候。又方々よ

りの見舞物 もドシドシ食べて了ひ候。医師も大に

安心候様子,或 は此分なれば再び浮世の風に当る事

もやと力なき万一の希望 も出で候心を哀れと思召

被下度候。

去 り乍ら左肺を全 く犯し今又右肺を漸犯候事にて,

此悪疾の到底不治の相場ときまり候もの,稍気分よ

しとて宛になるものにあらず。過日来の如 くんば

到底筆とりて一字も書 く事ならず,此 寒さにむかひ

て何時又悪るくなるかも知れず,小生も今度はとて

も生きて此病院の門を出る事とは期し居らず,深 か

く覚悟致居候に付,今 の中に皆様へ是迄不孝不悌の

罪を謝 し併せて小生死後のなきがらの始末ニ付一

言御願申上置候。

小生も是迄如何に志望の為めとは言ひ乍 ら皆皆へ

心配をかけ苦労をかけて未だ志成らず業現はれず

して茲に定命尽くる事,如 何ばかりか口惜 しく残念

には候なれど,諦めれば是も前世よりの因縁にても

有之べ く,小生が苦しみ抜 きたる二十数年の生涯も

技能も光輝なく水の泡と消え候も,是不幸なる小生

が宿世の為劫にてや候べき。されば是等の事に就

て最早言ふべき事 も候はず,唯残るは死骸にて,是

は御身達にて引取 くれずば致方なく,小生は死に逝

く身故跡の事は知 らず候故よろしく頼み上候。火

葬料位は必らず枕の下に入れて置候ニ付,夫 にて当

地にて焼き残りたる骨灰は序の節高良山の奥のケ

シケシ山の松樹の根に埋めて被下度,小 生は彼の山

のさみしき頂より思出多き筑紫平野を眺めて,此世

の怨恨と憤懣と呪詛 とを捨てて静かに永遠の平安

なる眠りに就く可 く候。是のみは因縁ありて生れ

たるそなた達の不遇 とあきらめ此不運なりし繁が
一生に対する同情 として

,是非是非取計らひ被下候

様幾重にも御願申上候。
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過日義雄が思懸けなく大学前の旅館に見舞に来て

くれ大に生長 して又他人の中にある故にや,何事も

遠慮勝ちに応接したる体度,彼 は一通 りの思慮 もあ

りどうやら間違なく行 きさうに存ぜられ,斯 く病疾

の身となれば一層感情に脆 く相成 り涙のみ先立ち

大に泣かされ候。又丁度喀血の最中にて感情亢奮

の結果,胸 をチクチク刺して鮮血を喀く事痰壼に三

杯,義雄も定めて驚ろきて帰へり候事と存候。
一時は喀血四千グラムに上ぼり

,痩身貧血既に危篤

に陥ゐり候て小生も全く死の近づくを待ち候処,其

後の経過はよろしき方前述の如 くに候。母様には

其中によろしく申して被下度願上候。又御見舞に

御出の事は全然やめにして被下度,一時危篤なりし

故電報も差立候ものの今考へれば,御見舞も看護も

受くる程の男にあらず。不幸なものは何処が何処

迄も不幸にて,是 が奇 しき繁が運命の跋なるべ く

候。却て御見舞に預かり感情興奮候時は,又又喀血

して大事に至るやも知れず,た よ殿の志ばかりにて

満足して目を閉づ可く候。不一。

十一月二十二日

病褥にて 繁

つる代殿

たよ子殿

侍史

（封筒）

福岡県八女郡岡山村室岡吉田方

青木鶴代殿

青木たよ子殿

乞親披

福岡市東中洲

松浦病院より



2.青 木 ま さ を書 簡 （fig.2）

明 治44年12月24日 消 印 福 田 豊 吉 宛

紙 本 墨 書,巻 子 装

書 簡 部 分:縦18.5× 長 さ303.4cm

封 筒 部 分:縦18.5× 長 さ16.0cm

（紙 継6紙:長 さ1紙34.5cm2紙60.3cm

3紙60.5cm4紙60.5cm5紙60.6cm

6紙27.0cm）

（解題）

まさを （マサ ヨ）は青木繁 の母親,福 田豊吉

は青木の恋人であった福 田たねの父親。青木

は明治44（1911） 年3月 に松浦病 院で死去 した

が,そ の年の暮れに八女郡岡山村の まさをか

ら栃木県芳賀郡水橋村の福田豊吉に宛てた書

簡。 この書簡か ら,母 親 まさをが青木が福 田

たね との間に一子 （福 田蘭童）をもうけていた

ことを青木の死後 も知 らなかった ことがわか

り,青 木生前の様子や青木家 の家柄な どにつ

いても詳 しく記 されている。本書簡は,昭 和3

（1928）年10月 発 行の 『みつ ゑ』第284号 所 収の

西田武雄「天才繁の母の手紙」において紹介 さ

れた ものであるが,こ れ も実物は一度 も世 に

出た ことはない と思われ る貴重 な資料 であ

る。

fig.2青木 まさを書簡

明治44年12月24日 消印 福 田豊吉宛
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（文面）

謹啓陳者忰繁逝去に就ては特に御叮重なる御吊詞

に預 り難有奉謝候然るに御紙面に依れば忰に一子

ありて貴家御養育被下候 よし実に驚愕仕候而かも

已に就学致居候事思へば永の年月嘸かし御面倒の

御事に候ひしならむ知らぬ事 とは申乍 ら未だ一度

の御見へさへ申さず候へども御情深き御志の程奉

深謝候,生 家余 りに技芸に見入りて世故に疎 くその

行為多 く常軌をはづれ,斯かる哀れの物語を遺して,

身まか りつる忰の心情も察せ られ今更の如 く気の

毒に至 りに堪へず,予 而何か深 き憂の有るらしけれ

ど父を喪ひし為か将た例の技芸の上の事 とのみ思

ひ込みて,已に相当の年齢にも達し候事故夫れなれ

と嫁の詮議など致 し充分勧め候ひしも何故か避け

候故,左 して無理にも申さず,田 舎者にては到底六

ヶ敷からむとて沙汰止みに致候ひしか夫れか妾の

絶へざる苦労に候ひつるを今にして考ふれば,斯か

る話は忰を責むる針にて候ひつらむ思ひ及ばぬ事

ながら,罪深き事為しもの哉嘸や草葉の蔭より怨み

申さむ,思へば悲 しき極みに候よ実に昔し語 りには

聞きも及びつれど,今文明の世に斯かる惨 しき事の

目のあた り吾が児と孫との上に見むとは忰の仕わ

ざのあ しき故 とは申乍ら生れてこの日まで永の年

月,別 けて近年は音信さへ打絶えて臨終のその際ま

で,そ を洩さず,強情我慢もこゝに到れば腹立 しく,

妾の何時までも幼き児の如き心地 して其処に思ひ

到らざりしを悔ふるのみに御座候,抑 も忰繁の妾の

家に人と成 りしか,不幸にてその上家の長男と生れ,

後相続の重き責をは負ひつゝ,父 は早 く老衰して,

忰上京頃の両三年は,その身も壮健に候ひしが腹黒

き友達の証人に立ちて巨額の弁償を成ししか初め

にて爾来ゐる事,成事,不 運つゝ き卒業頃には,その

身さへ自由ならず,後 には弟妹多くして忰の身には,

重 き任の加れるのみその社会に立てゝは荒 き波風

に翻弄せられ痩我慢をすれば為る程,深 淵に陥り行

往いよいよ非凡と成 り数年の放浪生活に痛 く神身

を損ひ,夫の喪去に深き悲哀を覚え情緒いよいよ乱

れ妾の申す事など,耳に入れず暫時家より放して思

ふ儘に致させなど,気 も変らむ,年 とりなば強情も

止まむかと,妾は,子供引き具 して実家へ参 り二年

過ぎ三年を過 ぎ候中に定る妻 も家も荒ら浪の把菰

の地にさすらひ,酒 に耽りて健康を害 し後患を為す

の責を作 りしと思へば,皆妾の足らはぬ事故にて,

返すかへすも遣る瀬無く,未だ見ぬ坊の事承りては,

身も世も有らず,忰 の忘れ紀念,只遭ひ度さに,夜毎

に見る夢さめて悲しき,嘸慈悲なき婆よと怨みむも,

何卒御宥し被下度世にはつらきつらき義理てふも
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のの存すれば,今 にも抱きて連れ来む,こゝ ろは

山々なれど,不孝の児を持つ親心の苦しさは御諒察

被下度候,道遠 しとは云へ,便利よきこの時節,必 ら

ず必らず御目に懸り厚き御礼を申述べ,可 愛き孫の

顔も見度く候へは,その児の母上にも宜 しく御申伝

へ被下度,別封忰の小影,よ く坊に御渡し被下度,何

れ成人の上は,亡 き父の遺志を嗣き,天晴その道の

達人と成る様御申聞け被下度偏へに願上申候,何 か

忰の身に成 りし絵画と思へ ど宅には無之,東 京へ,

問合せ候処,例の不始末にて,下宿へ,数 百円の抵当

に相成候由にて,一 寸困難致居候併 し何 とか して,

是非一面なりとも紀念を遣 し度候へば左様御諒恕

被下度候,終 りに付記致す可 きは,青 木家の事にて

有馬藩士にて世に茶道,礼 法を以て藩公に仕へ,祖

父宗龍殊にその道の堪能にて令聞あり,為めに深く

同僚に忌まれ,藩主御秘蔵の金の茶ほうじを匿して

罪を嫁し為めに百余 日牢獄に呻吟し拷問,次 第につ

のりて算盤責苦にまで遭ひつるを繁の祖母は,幼児

を連れ水垢離を採り,只管神願 してぬれ衣を解かん

事を請ひしが禄は褫かれ悲惨の極に達せしか,天道

永へに明にして犯人判明し,祖父は再ひ晴天白日却

て面目を施せしか永 き責苦の疲れと,一時に気の弛

みし為か,間 も無く幼児を胎 して永眠し,祖母は,女

の手一に幼児を養育する程に世は幕末の尊王論一

世に囂々として禄を食む,夫 の兄は佐幕に馳せ,夫

は,尊王を唱へて西郷等と相往来し王事に微力を尽

し,軍人として,立 たむと為しか,藩 公に捕へ られ,

後許され,京 師に入 り薩軍に加 りしを祖母の切なる

諌めに,遂 に刀を棄てゝ,祖 母に仕へて孝養を尽し,

維新後の朝三暮四の時に当り法律を学びて,代言人

を成し,以て今日に至 りしものにて,そ の概略上の

如く,位高き家には候はねど由緒正 しき氏の長子に

て候ひき本日は,四週日にて,太夜に相当し親戚相

寄 り仏事営み供養致し,永 き永き手紙にて,言 の葉

つきず葬儀は,福岡病院より火葬に付して京地友人

等の依嘱も有之延期 して過ぐる火曜日の夕,父 の側

らに懇ろに葬 り候間,引 続 き法回等困難に取紛れ,

御返事延引の段御宥恕被下度,終 に望み,御 全家様

の御健康を祈上候

青木まさを

福田豊吉様

み許に

（封筒）

栃木県芳賀町水橋村東高橋

福田豊吉 様



福岡県八女郡岡山村室岡

青木まさを

（明治44年12月24日 消 印）

3.青 木繁写真（幸彦を抱いた）（fig.3）

明治38年9月 撮影

写真:縦9.0× 横5.9cm台 紙:縦12.5× 横8.4cm

台 紙裏面にインクによる書 き込み:青 木繁 幸彦

明治三十八年八月二十九 日 生後二十一日目

4.青 木繁写真 （fig.4）

明 治40年 頃撮影

写真:縦11.0× 横7.8cm台 紙:縦16.0× 横

11.0cm

台紙 印刷:久 留米市 日吉町弐丁目 江上写真館

　M.　Egami

台紙裏面に墨による書 き込み:梅 野蔵 故青木繁

君

（解題）

3,4と もに青木繁の画集,文 集等 に掲載 される写

真のオ リジナルプ リン トとして きわめて貴重 であ

る。3の 台紙裏面のインクによる書 き込みの筆跡は,

青 木のものではない。

以上がその概要である。 これ ら4点 の資料のうち,

1と4は 福 岡県久留米市の青木家に,2と3は 栃木県芳

賀郡水橋村の福 田家に当初はあったはずであるが,

そ の後 の来歴の詳細 については不明である。1と2

は現在巻子形式に装丁 されている。 この ように装

丁された時期 について,こ れらの資料 の購入先であ

る古書店社長 の宮徹男氏の ご教示 によれば,1は 昭

和戦前期の装丁ではないか とのこ とであ り,2に つ

いては平成11年 に古書店が入手 されて以後 に施 さ

れたものであるとのことである。 また,こ れ ら4点

は,先 述 「筑後洋画の系譜」展 に出品展示 され,1「青

木繁書簡 （明治43年11月22日 付 青木鶴代,た よ子

宛）」は「青木繁 と近代 日本の ロマ ンティシズム」展

にも出品展示 された。いずれ も,青 木の生涯を語る

うえでの第一次資料 としての価値 は きわめて高い

ものと言えるだろう。

註:

1）た とえば,青 木繁研究の基本文献として,青 木の文章

をまとめた青木繁 『仮象の創造』（中央公論美術出

版,昭 和41年1月 ）があったが,最 近,こ の内容に新出

資料 と青木の友人らの追悼文 を増補 した,『 仮象の

創造－青木繁全文集 増補版』 （中央公論美術出版,

平成15年6月 ）が刊行された。

2）これら4点の資料の紹介と売 り立てのことは,『 西 日

本文献目録 福岡葦書房古書目』第40号 （平成14年1

月）に掲載された。

3）管見では,こ の書簡が展覧会において公開された例

を知らない。また,刊 行物においても,河北倫明 『青

木繁－悲劇の生涯 と芸術』 （角川書店 〈角川新書 〉,

昭和39年10月 ）の中で写真掲載されているのが唯一

の例ではないだろうか。

fig.3青木繁写真 （幸彦 を抱 いた）

明治38年9月 撮影

fig.4青木繁写真

明治40年 頃撮影
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（2）青木繁の新聞挿絵 について

1.調 査 の発端

青木繁 に関連 する二つの展覧会の事前調査 のた

め,石 橋美術館では所蔵 している地元新聞のマイク

ロフィルムや開館 当初か ら実施 してい る新聞スク

ラップ帳の中か ら青木繁 に関する新聞記事の調査

をは じめていた。ち ょうどその頃,北 原 白秋研究

家 ・調海明氏 （福 岡県大川市 出身 ・東京都在住）に

よ り,明 治40（1907） 年青木繁が地方紙 『九州 日報』

に 「美術閑話」 とい うタイ トルで7回 にわたって芸

術論などを語っている記事が発見 され,調 氏は 『白

秋の証言 資料集12』 で これを発表 し,青 木繁の晩年

を知る新資料 として注目された1）。

さらに調氏 は 『白秋の証言 資料集13』 に 「青木

繁 の新資料2」 として 『九州 日報』 に掲載 された2

編 の記事の全文 を掲載2）,さらに同資料集の中で,明

治44（1911） 年3月,佐 賀師範学校 を会場 として開催

された九州図画展覧会 に青木繁が準備段 階で関わ

った可能性 を示唆 し,こ れら一連 の新資料か ら,従

来語 られてきた破滅 的な青木繁 の晩年のイメージ

に対 し疑問を投 じられた。

石橋美術館では青木繁が父の危篤の報 を受 けて

九州へ帰省 してか ら亡 くなるまでの期間,地 元の新

聞 にまだ発見 されていない青木繁 の生前の記事が

ないか,ま た調氏の指摘 にあるように青木繁が 「九

州図画展覧会」 に関係 していた ことを示す記事が

ないか調べることにした。

2.調 査 範囲と結果

石橋 美術館で は過去における地元の美術情報調

査 のため,明 治 か ら開館前 までの 『西 日本新 聞』

（前身の 『福岡 日日新 聞』 も所蔵）のマイクロフィ

ルムを計 画的 に購 入 している。今回明治40（1907）

年 ～44（1911） 年 の 『九州 日報』のマイクロフイル

ムを購入 し,同 年間の 『福 岡日日新聞』 とあわせて

調査の結果,青 木繁の挿絵6点 を発見 した。

また佐賀県立図書館 にて明治44年 の 『佐賀新聞』

のマ イクロフィルムを閲覧の結果,「 九州図画展覧

会」 に関係する記事の中で,青 木繁に関係す る下記

の記事 を発見 した。

「九州図画展覧会 既報の如く九州図画展覧会は来

二十七八九の三日間午前九時より午後五時迄当師

範学校内に於て開催せらるる筈なるが,出 品図画は
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在東京太平洋画会白馬会の水彩画協会等の油絵十

五点水彩画四十三点共逸品多く,他に東京美術学校

卒業者の製作品及現生徒の作品十九点あり。尚本

県中学校図画教師の出品油絵六点水彩画一点日本

画十点県外中等学校生徒作品三百余点県内同上五

百余点にして悉く到着目下陳列に着手中なるが,小

城中学出青木氏の作品は天下既に定評あれば陳列

中の異彩なるべ く市内有志 よりの出品にかかる古

画（三十点）も又貴重の品なりと云ふ。因に二十九

日午前九時よりは東京美術学校長代理として出張

の同校教授大澤工学士,中学校講堂に於いて一場の

講演を為す由にて氏は美術装飾建築等に長じ本年

巴里に於て開設されたる図画教育会に文部省 より

派遣 されたる事あり。図画工芸教育に関係あるも

のは聴講差支へなしと」/『佐賀新聞』明治44年3月

27日

文中に 「小城中学出青木氏の作品は天下既に定

評あれば陳列中の異彩なるべく」とあり,青木繁は

小城中学出身ではないが,本 記述は小城中学校（現

佐賀県立小城高等学校）所蔵の青木繁 《朝日》（明

治43年作）が九州図画展覧会に出品されたものと思

われる。なお,この記事には句読点がないが読みづ

らいのでそれを補った。

3.青木繁の新聞挿絵

新発見の挿絵は次の6点である。

〈挿絵1〉 （fig.5）

右手 に酒瓶をもつ男の立像,画 面外 に 「青木繁画」,

∞ のサインあり/『 九州 日報』明治41年1月7日5面

〈挿絵2〉 （fig.6）

花 と杯,タ イ トルな し,線 で囲みカタカナでシゲル

のサインあ り/『 九州 日報』明治41年5月17日1面

＊青木繁作か検討を要する

〈挿絵3〉 （fig.7）

花 とかたつむ り,タ イ トルな し,線 で囲みカタカナ

でシゲルのサイ ンあ り/『 九州 日報』明治41年5月

29日1面 ＊青木繁作か検討を要する

〈挿絵４〉（fig.8）

柿 の木々が手前 に描 かれ奥 に数軒 の農 家 と森林,

「西肥 の秋色 （其一）」,画 面 に 「柿 の村」 の文字



と∞のサインあ り/『 福 岡日日新聞』明治42年10月

28日5面

〈挿絵5〉 （fig.9）

山 間の風景,画 面外 に 「西肥の秋色 （其二）」,画 面

に 「天山路」の文字 と∞のサ インあ り/『 福岡 日日

新 聞』明治42年11月2日5面

〈挿絵6〉 （fig.10）

家 屋 と傘 をさ した人物 の後ろ姿,画 面外に 「西肥の

秋色 （其三）」,画 面に 「温泉村」の文字 と∞のサ イ

ンあ り/『福 岡日日新聞』明治42年11月6日5面3）

fig.6〈挿絵2〉 「九州 日報』明治41年5月17日1面

fig.5〈挿絵1〉 『九州 日報』

明治41年1月7日5面

fig.7〈挿絵3〉 『九州 日報』

明治41年5月29日1面

fig.8〈挿絵4〉 『福 岡 日日新 聞』

明治42年10月28日5面

fig.9〈挿絵5〉 『福 岡 日日新 聞』

明治42年11月2日5面

fig.10〈挿絵6〉『福 岡 日日新 聞』

明治42年11月6日5面
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以上の調査結果は 「青木繁と近代 日本のロマンテ

ィシズム」展図録の年譜,文献目録に反映された。

4.挿 絵 のサインについて

青木繁は雑誌や詩集 などに挿絵 を描 いているが,

そ の中のい くつかに∞のサ インが見 える。今回の

調査の際,そ のサ インが青木繁の挿絵 の発見 に役

立 った。

青木繁 の∞のサインについては,『 青木繁画集』

（政教社,1913年4月 ）の絵画 目次の後 に附記 として

次のように書かれている。

二.款記 について。

（省略）其外単 にS-Aと 署 し,ま た羅馬数字の8字 を

横 にしたるが如 き符標 を用いたる もあ り,『 春鳥集

口絵』はその例な り。こは坂本氏 の言に依れば,二

圏（「圏」 は 「まる」 の意:後 藤補）を繋 ぎたるもの

に して,当 時青木,坂 本,森 田の三氏連盟の符標 とし

て,森 田氏 は三圏,坂 本氏 は四圏を用 うべ き定めな

りしが,こ の発案 も余 り実行せ られず して止みたる

なり。（省略）

ところで岩野美衛 （泡鳴）の詩集 『夕潮』（日高有

隣堂,1904年11月 ）と中村吉蔵著 『旧約物語』（金尾

文淵堂,1907年1月 ）は青木繁の挿絵 を含んでいるこ

とが よく知 られているが,そ の中の次 の2つ の図版

（fig.11,12）は これまで紹介されていない。これ もサ

インか ら青木繁 による もの とわかる。

今後 も青木繁が 〈挿絵2,3〉 （fig.6,7）にある 「シ

ゲル」 とい うサインを他に使用 している例が ない

か調査 を進め,こ の挿絵が青木繁 によるものか どう

か明確 にしたい。

註:

1）「美術 閑話」は 『仮象の創造－青木繁全文集 増補

版』（中央公論美術出版,平 成15年6月 ）に収録され

た。

2） 「洋画大家来る（青木繁の帰省）」/『九州 日報』明

治40年10月4日4面

「青木画伯の談片」/『九州日報』明治40年10月6日

4面,こ れも 『仮象の創造－青木繁全文集 増補版』に

収録。

3）挿絵6に ついては,平 成15（2003）年4月15日 か ら5月5

日,福 岡県八女郡黒木町 「学びの館」で開催 された

久留米出身の青木繁,坂 本繁二郎,高 島野十郎の未公

開作品展示 において,お なじ構図の青木繁のスケ ッ

チが展示 されており,下 記新聞記事に図版が掲載さ

れている。

『西日本新聞』2003年4月13日

『朝 日新聞』2003年4月17日

『毎 日新聞』2003年4月18日 筑後版

『読売新聞』2003年5月4日 筑後版

（3）松田諦晶資料に見る青木繁の足跡

久留 米 生 まれの洋 画家,松 田諦 晶 （本 名 は実,

1886-1961） は,同 郷 の青木繁 （1882-1911）,坂 本 繁二

郎（1882-1969）よ り4歳 年下,古 賀春江 （1895-1933）よ

り9歳年上で,年 代的にはこの3人 の画家には さまれ

た形である。彼 は,草 創期の二科会に入選 を果た し

た経歴 を持つが,二 科賞を受賞 した後輩の古賀 にバ

トンを渡すかのように,中 央画壇か ら身を引いてし

まう。そのせいか,上 記3人 の画家に比べ ると,そ の

名 は広 く知 られてはいないが,青 木 と古賀は早世,

坂 本は近郊の八女 に転居 したのに対 し,彼 は生涯郷

里 にとどま り,後 進の指導 にも熱心だったため,久

fig.11『夕潮』扉絵 （海藻）

野田宇 太郎 文学資料館蔵

fig.12『 旧 約 物 語 』 装 幀
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留米の洋画界ではむ しろ3人 よりも直接影響力をもっ

た画家であった と言えよう。

松田は,制 作 の上で も3人 の画家か ら触発 される

ことが多かった。だからこそ,彼 の作品が心ない者

の手で,あ る時は青木の作品に,あ るいは坂本の作

品に,ま た古賀の作品に擬せ られることもあったの

である。

松 田が残 した作 品アルバ ム,日 誌,ス ケッチブッ

ク,彼 あての書簡などの資料類 を石橋美術館 は所有

している1）。その資料類か ら,松 田と上記3人 の画家

との関わ りをたどることは可能である。 なかでも,

坂本 と古賀 に関 しては,松 田が受けとった書簡類が

残 っている し,彼 の日誌にはこのふた りの名前がた

びたび記 されている。松 田は,21歳 の 頃か ら,坂 本

に作 品 の批 評 を請 うこと もあ った。古賀か らは

「ミー しゃん」 と言 って慕 われ,ひ んぱんに行 き来

し,一 緒 に写生 に出か けるこ ともあ ったほどであ

る。 このふた りの画家 との関わりに比べれば,青 木

繁 との関わ りはそれ ほど深 いようには見 えない。

と言 うの も,松 田が青木 と接することので きた期 間

は,青 木が久留米に帰省 してから亡 くなるまでの約

5年 間に限 られ,し かもその間,青 木は久留米に定住

す るわけでな く九州各地 を放浪するこ とが多かっ

たか らである。 しか し,松 田が残 した資料は,没 後

なお青木が松 田に対 して大 きな影響力を持 ちつづ

けたことを物語 っている。

松 田資料のなかの青木関連資料 をまずは下 に列

記 し,そ の後,詳 細に触 れなが ら若干の考察 を加 え

ていくこととする。

1.松 田資料のなかの青木関連資料

〈資料1〉 明治40年1月30日 ～ 大正元年12月21日 の 日

誌。 この日誌は,当 初の ものではな く,松

田自身 によってのちに整理 された ものの

ようである。

〈資料2〉 明治44年5月 ～12月 のスケッチブック

〈資料3〉 明治45年 ・大正元年7月31日 ～大正2年4月

fig.13松 田諦晶 《壱岐の赤瀬》

1910年 油彩 ・カンヴァス

5日 のスケッチブ ック

〈資料4〉 大正2年3月 ～大正3年3月 の 日誌。 この 日

誌 は,松 田自身の書簡の写 しか らなる。

〈資料5〉 昭和6年 の日誌

〈資料6〉 昭和23年 の 日誌

〈資料7〉 昭和34年8月1日 ～昭和35年,36年 の 日誌。

この 日誌の表紙 には 「老いゆ く日」 と記

されている。

〈資料8〉 明治42年6月 ～10月 のスケッチブ ック

2.青 木の死 まで

青木生前 の両者の関わ りについては,現 時点では,

松 田の 日誌 （資料1）に2カ 所確認で きるのみである。

明治42（1909）年8月17日 の 「絣事務所出勤中正午青

木繁氏 より電話あ り。金の相談な り」 とい う記述

と,明 治43（1910） 年2月23日 の 「事務所の帰途午后

二時半,両 替 町本荘古書店にて,青 木繁氏の油絵 を

見 る」 とい う記述である。 この時期,松 田は,久 留

米絣 同業組合 に書記 として勤めていた。 「事務所」

とあるのは,こ の絣 同業組合の事務所の ことであ

る。残念 なことに,松 田のスケ ッチブ ックには後者

の記述 と対応するスケ ッチが残 されておらず,松 田

が見た青木の油絵 を特定す るこ とはむず か しい。

もし推測 を許 されるならば,こ の年,松 田は海を描

く機会があったことか ら,松 田が見た青木の絵 とは

海 を描いた絵で なか ったか,と い う推測 もで きよ

う。松 田は,4月 は唐津へ,8月 は壱岐 に出かけてお

り,た とえば,壱 岐での制作 になる 《壱岐 の赤瀬》

（fig.13）に は,青 木の海の絵 からの影響が明確に見て

とれるか らである。

さて,次 に出て くる記述はと言 うと,明 治44（1911）

年3月25日,青 木繁逝去に関す る記述（資料1）である。

「午前七時 青木繁氏逝 く（於福岡九大附属病院）」 と

いう記述の後 に,「 おこたらぬ 永いたつ きに痩せ し

頬 水鏡する春 の雪 どけ」 とい う歌が記 されている

fig.14明 治44年3月25日 の松 田の記述

〈資料1〉 明治40年1月30日 ～大

正元年12月21日 の 日誌
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（fig.14）。簡単な記述であるが,青 木の死が松田に衝

撃 を与えた様子が伝わって くるようだ。歌 につい

ては,の ちにまた触れることとする。

青木生前の両者の関わ りは,青 木の死後 もつづ く

ことになる。そもそ も,青 木 との関わ りは,松 田ひ

とりの問題 でな く,青 木を知 る者にとって,青 木が

いかに大 きな存在 であ ったかを物語 るひとつの例

にす ぎないとも言える。

3.青 木 没後 （大正 まで）

青木が亡 くなった年の10月,松 田は,青 木の作 品

を見せて もらう機会があった。「中学生武田（安）君

の案内にて三潴郡三又村鐘 ヶ江中村綱二氏を訪ね ,

故青木繁氏遺作 『晩帰』 を見る」 と彼 の日誌 （資料

1）にある。「晩帰」 とは,長 く清力酒造にあ り,現 在

は（財）ウ ッドワン美術館所蔵 となっている 《漁夫

晩帰》（fig.15）の ことである。松 田のスケ ッチブッ

ク（資料2）にその時描かれた と思われるラフスケッ

チが残 されている（fig.16）。 さらに,そ の同じスケ ッ

チブ ックには,大 変興味深いデ ッサ ンが2点 含まれ

る（fig.17,18）。2点 とも,9月 頃 に描かれたと思われ

る。いずれ も目と口を大 きく開け,体 をくねらせ る

女性の群像で,た とえば,『 方寸』5巻3号 （明治44年

7月 ）に掲載 された青木のデ ッサ ン（fig.19,20,21） を

連想 させ,青 木か らの影響 を強 く感 じさせ る。松田

が青木の どの作品か ら触発 されたのか特定はで き

ないが,こ の 『方寸』5巻3号 は,青 木繁 を特集 した

ものであ り,松 田が この号 を見逃 したはずはないだ

ろ う。 さらに,こ こで も推測が許されるなら,松 田

は青木の女性群像 を何 らかの方法で 目にする機会

があ り2）,そこから創作欲 をそそられ,さ らに 《漁夫

晩帰》 も見 たい と思ったのではないか,と い う推測

も成 り立つか もしれない。

次に,明 治45（1912） 年3月16日 の記述に 「文展の

南氏の絵 を美術新報 で見 ま した。平和で気持ちよ

さ相て成効[成 功]の 作だ と思はれます。然 しこれは

南氏の様 な境遇であ り性格の人 としての事で,若 し

fig.15青 木繁 《漁夫 晩帰》1908年

油彩 ・カ ンヴ ァス （財 ）ウッ ドワン美術館蔵
fig.16松 田による 《漁夫 晩帰》 のスケ ッチ

〈資料2〉 明治44年5月 ～12月 のスケ ッチブ ック

fig.17松 田 の デ ッサ ン

〈資 料2〉 明治44年5月 ～12月 の ス ケ ッチ ブ ック

fig.18松 田 の デ ッサ ン

〈資 料2〉 明 治44年5月 ～12月

の ス ケ ッチ ブ ッ ク
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青木 さんの様 な境遇の人で青木 さんの様 な性質の

人が,こ れと同様 の絵 を描いた とした ら,私 はおか

しな事 だ と思 ひ ます。（以下略）」 とある（資料1）。

この記述 は,兄 にあてた書簡の写 しか と思 われる。

松田は,ス ケ ッチブックや 日誌の中に書簡の写 しを

残 している場合が多い。それはともか く,こ の記述

で触れられている 「文展の南氏 の絵」 とは,南 薫造

の第5回 文展出品作 《瓦焼 き》のことを指 している。

さらに 「青 木 さん」 とは青木繁の ことであ ろう。

南薫造の作品についての感想 を述べる際 に,青 木繁

のことを引 き合いに出すあた り,青 木のことが松 田

の中で意識 されていたことの証 ととらえるこ とが

で きよう。

次 に明治45年7月 初旬の メモ と思 われるものが,

スケ ッチブックに残 されている（資料3）。「青木繁

氏 お こたらぬ 永いたつ きに痩せ し頬 水かかみする

春の雪どけ」 というメモである（fig.22）。 「お こたら

ぬ」で始 まる歌は,「 水鏡」か 「水 かかみ」かの違

いはあるものの,先 に松田の日誌 に記 されていた歌

と同 じであ る。 さらに松 田は,46年 も後 になって,

この歌を 「青木繁 と筑後の画壇」 とい う文章で紹

介 している3）。「当時地方新聞には東中洲松浦病院

に於 て と報道 し辞世 の歌 と して掲載 されて ゐた

『放浪の長 いたつ きに痩せ し頬水鏡 する春 の雪消

け』 の記憶 が今 も甦つて来 る」 とい う紹介文であ

る。日誌やスケ ッチ ブックに記 されていた歌 とは

少 し違 うけれども,こ れ も同じ歌 だと思われる。放

浪の果 て病 を得 てやせ衰 えたわが 身を嘆 くさまが

歌われている。以上のように,こ の歌は,松 田の記

述のなかで語句が少 しずつ異な り,掲 載紙 を確認で

きていない現時点では4）,正確 なところを記す こと

はで きないが,今 まで紹介 されたことのない歌 とし

て,ま た松 田が言っているようにあるいは当時の新

聞が報 じていたように青木辞世の歌 として注 目さ

れる。

大正2（1913）年6月11日 付 佐野年一あて書簡 （資料

4）のなかで,佐 野 と古賀春江の絵 を見ての感想 を述

べるところがあるが,そ こで も松 田は坂本繁二郎や

青木繁のことを引 き合 いに出 さずにはおれなかっ

た5）。世間受けのよい看板絵 を描 くことが幸福であ

fig.19青木のデ ッサ ン

『方寸』5巻3号 （明治44年7月 ）に掲載 fig.20青木のデ ッサン

『方寸』5巻3号 （明治44年7月 ）に掲載

fig.21青 木のデッサ ン

『方寸』5巻3号 （明治44年7月 ）に掲載

fig.22明治45年7月 初旬の松 田によるメモ

〈資料3〉 明治45年 ・大正元年7月31日 ～

大正2年4月5日 のスケ ッチブック
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るか不幸であるか，という自問 自答のなかで坂本や

青木の名前が出て くるのである。古賀 はこの書簡

のなかでは当事者 と言 ってよ く,坂 本は,当 時松 田

と行 き来があったので ここで出てきて も不思議で

はないが,青 木はすでに亡 くなっているに もかかわ

らず,ま だ松田にとって意識すべ き存在であったこ

とがわかるのである。

4.青 木没後（昭和）

その後の青木 との関係 を示す記述 を松 田の資料

のなかに探ってい くと,青 木のことを知る松田のも

とには,青 木が残 した作品についての相談が持ちか

けられることもあったようだ。昭和6（1931） 年6月

25日,高 島宇朗が松田のところにやって来て,所 有

す る青木 の作品 を売 りたいか ら世話 を して くれ と

頼んだ6）,と い う記述が,松 田の 日誌 のなか にある

（資料5）。「板 よ りもスケ ッチ ブックの小品が よい

実に面白い」 とある。

昭和23（1948） 年4月25日,坂 本繁二郎 らの尽力で,

久 留米の兜山（通称 け しけ し山）に青木繁歌碑が建

てられ,そ の除幕式が執 り行われた。松田 も式に参

列 したが,彼 の 日誌 （資料6）には,「 故青木繁歌碑除

幕式参列」 と記 されるのみである。

昭和34（1959）年12月1日,松 田は,自 分のスケッチ

ブックに青木が描 いた自画像 を手放す ことに した

（資料7）。その青木の 自画像があったと思われるス

ケ ッチブック（資料8）には,確 かに1枚 だけ切 り取 っ

た跡がある（fig.23）。 残 された下のページには,上 か

ら強 く押す ことによってで きた線の跡 が残 ってお

り,そ の図柄 か ら,松 田が手放 した青木の 自画像は

晴明会館所蔵の 《平島氏像》（fig.24）で あることが

確認できる。この 《平島氏像》は,以 前 は青木晩年

の自画像 とされ,現 在明治43（1910）年 の作 とされて

いるものである。 ところが ,も との松 田のスケッチ

ブ ックは,明 治42年 の6月 か ら10月 まで使用 されて

いたものであ り7）,制作年については,再 考が必要か

もしれない。モデル とされる平島信は,当 時小城中

学校の図画教員をしていた人で,青 木は彼の もとに

寄宿 していたと伝え られる。松田が青木 の自画像

だと言 っていたのは,彼 の思いこみであった可能性

もあるだろう。 ここでは,モ デルの問題や制作年の

問題 は,こ れ以上深 く考察 しないことにして,ス ケ

ッチブ ックその ものに目を向けたい。

下のペー ジに,こ れ ほど強 く線 の跡が残 るのは,

まさ しく青木 の筆であるこ とを示 している。強い

筆圧は,青 木のデッサ ンの特徴 と言って よい。同じ

スケッチブ ックの次のページに強い筆圧で描かれ

たデッサンがあるが（fig.25）,これも青木の手になる

可能性が高い。

それに して も,松 田のスケ ッチブックに何故青木

がデッサンを描いたのか，あるいは青木のスケ ッチ

ブ ックを松 田が譲 り受 けたものなのか，謎が多い。

松 田が 日誌に記 していない青木 との関わ りもあ っ

たか もしれない。 この時期明治42年 の松 田の記述

に,「 絣事務所 出勤中正午青木繁氏 よ り電話あ り。

fig.23切 り取 られた跡 のある松 田スケ ッチブックの1ペ ージ

〈資料8〉 明治42年6月 ～10月 のスケ ッチブ ック
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金の相談な り」 とあったが,青 木のデ ッサ ンとこの

「金の相談」 とは対応するものなのか，これも想像

の域を出ない。

松田 と青木 の関わ りを示す資料はけっ して多 く

はない。 しか し、ふた りの関わ りが結局 は松田の

死 の直前 までつづ くことを伝 えるには充分 とも言

える（スケ ッチブ ックに描かれた青木の自画像 を手

放 した翌々年に松田は亡 くなる）。松田が残 した資

料 のなか に青木の足跡 をた どる作業 を通 し、松田

のなかで はもちろんの こと、久留米 における青木

の存在の大 きさに改めて直面 した感がある。

註:

1）松 田資料の全容については,昭 和60（1985）年 に石橋

美術館で開催 された 「生誕百年記念 松田諦晶展」

カタログ巻末の 「松田諦晶資料」を参照。

2）必ずしも図版を通 してとは限 らないだろう。たとえ

ば,こ の明治44年 には,福 岡市においてアカシア会洋

画展覧会が開かれ （7月18日～25日 ）,青木の作品も

参考品 として出品されたようであるので,実 際に作

品を目にした可能性 も考えられよう。

3） 『櫨』no.5（青木繁特集）,昭和33（1958）年11月

4）石橋美術館が所蔵する松 田の資料のなかには,こ の

文章の原稿 とそのための草稿と思われるものがあっ

て,そ の草稿に,「 郷土新聞切抜の断片 （福 日か九州

日報?） で博多東中洲松浦病院とあ り報道は大略読

売 と同文で,相 違する処はただ 『放浪のながいたつ

きに痩せ し頬水鏡する春の雪消』の辞世の歌が掲載

してあつた様に記憶が甦つて来る」 というくだりが

ある。松田の言う 「地方新聞」は,彼 自身のメモに

もあるように 『福岡日日新聞』か 『九州 日報』の可

能性が高いと予想 し,両 紙に該当記事 を探 してみた

が,残念ながら見つけることはできなかった。

5）佐野年一は,古 賀春江 とともに松田に絵を習ったこ

ともあり,当時東京で古賀 と下宿を同じくしていた。

6）高島宇朗は,詩 人で青木の友人,青 木の作品を多数所

有していた。

7）このスケッチブックの表紙に 「明治四十二年 自六

月 至十月」と彼自身が記している。

（うえのけんぞ う,ご とうじゅんこ,も りやまひでこ

石橋美術館）

fig.24青木繁 《平島氏像》1910年

鉛筆 ・紙

晴 明会館 （晴明教）蔵
fig.25青 木のデ ッサ ンである可 能性 の高 い松 田スケ ッ

チブ ックの1ペ ー ジ

〈資料8〉 明治42年6月 ～10月 のスケッチ ブック
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